
今月の聖句

繋がりあう力を培い、
新たな活動を共に創りだす

2025 年度活動目標

トラウマトラウマの眼鏡をかけての眼鏡をかけて
　1995 年の阪神大震災を機に「輸入」された、ト

ラウマ（trauma）という言葉は、その後日本語とし

て定着し、多くの人が日常的に用いる言葉になった。

トラウマとは、普段の自分の心のあり様では処理でき

ないほど衝撃的な出来事の総称であり、外から加えら

れたストレスが心身にダメージを与えることを指す。

本来は、生命の危機を体験したり、目撃したりといっ

た非日常的な経験を言い、その出来事が私たちの心に

取り返しがつかないのではないかと思わせる位の深く

て複雑な傷つきを残す。

　一方、いじめや性被害、虐

待、DV といった暴力ばかりで

なく、もっと日常生活の中で、

様々な対人関係で心が傷つく経

験をし、はなはだしく心を痛め

るとき、これらもトラウマと呼

ぶようになっている。また、戦

地の体験者には戦後８０年たっ

てようやくトラウマを語ること

ができるようになった人もいる。８０年前のトラウマ

的体験が、その後の人生や周囲に及ぼした影響は計り

知れないものがあったのではと思わされる。

　トラウマ的な体験は、その人の日々の行動、身体、

言動、ふるまいに常とは違う様子をもたらし、その後

の社会生活や人間関係のあり様にも悪影響を及ぼす。

トラウマ的出来事は記憶として私たちの内に留まり、

穏やかさや落ち着きといった心の平安を奪う。例えば、

普段は覆い隠されていた傷つきが、何らかのきっかけ

で思いもかけない衝撃的な勢いで瞬間的な場面の記憶

がよみがえることがある。職場で、駅のホームで、教

室でそれが出現すると、突然涙があふれたり、落ち着

いていられず飛び出してしまう、大声で叫んでしまう

ことがある。過去に

感じた恐怖のみなら

ず、そのよみがえり

方の激しさに動揺、混乱するので、それを避けようと、

記憶がよみがえるきっかけとなる事柄を遠ざけて暮ら

そうとしたり、「感じる」ことそのものを遮断させたり、

一時、現実から自分の感覚を切り離して対処しようと

する。それはすべて、本人にとっての生き延び策であ

り生理的な反応であるが、周囲からは突然あるいは常

にそのようになることがトラウマ的な反応なのだとは

理解されず、驚かれたり奇異な目で見られたりするこ

とになる。

　現実に、今、ここに脅威がなくとも、身体に染みつ

いた記憶によって、その人にとってこの世界は脅威に

満ちた空間で、絶えず身構え、緊張していなければな

らない。わざわざ遠回りをする、似たような要素のあ

る人、例えば「男性そのもの」を避けたいがそれは現

実には困難である。なんとか帳尻を合わせるために歪

めた考え方をするので、周囲の人との軋
あつれき

轢が高じるこ

とにもなり、本人はとても不自由で、追い詰められ、

そして生きづらい日常生活を送っているのであるが、

周囲からは「困った人」として扱われることになる。

　このような状態は、本人以外は本人と同じ様に感じ

ることはできない。「トラウマの眼鏡をかけてみる」

とも表現されるが、周囲に可能なことは、何かトラウ

マを経験したのかもしれないなと共感的に想像し関

わっていくことである。　「トラウマ・インフォームド」

と呼ばれているこの姿勢を社会全体が学び、人間の弱

さを理解し認めていこうとする優しさを実践していく

ことで、目に見えない心の傷つきを抱えている人とと

もに、誰もが安心して安全に生きることができる、互

いを尊重できる社会となっていくだろう。

　　　（ウィメンズカウンセリング名古屋ＹＷＣＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤佐紀子）

「どんなことでも、思い煩うのはやめ

なさい。何事につけ、感謝を込めて祈

りと願いをささげ、求めているものを

神に打ち明けなさい。」

　　　 （フィリピの信徒への手紙 4 章 6 節）

2025
10・11
683 号

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

10 月　名古屋ＹＷＣＡ全体へ
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください



　９回目の「沖縄スタディツアー」に参加して、沖縄戦、慰安婦

問題、米軍基地、韓国との関係などについて学びを深めました。

　1 日目は、読
よみたんそん

谷村のチビチリガマとシムクガマを訪問。この対

照的な結末は、軍事教育を受けたリーダーと、ハワイから帰国し

軍事教育を受けなかったリーダーの判断の違いが招いたことを知

りました。命の尊さを説いて多くの命を救った事実は、教育が人

の行動に与える影響力の大きさを痛感させられました。恨
はん

の碑で

は沖縄と韓国の共通の歴史に触れ、夜は沖縄ＹＷＣＡとの交流会

で基地問題の深刻さを認識しました。

　2 日目は糸
いとかず

数壕で戦時中の医療行為の過酷さを、平和祈念資料

館の平和の礎で無数の命の重みを学びました。ひめゆり学徒隊の

悲劇、そして嘉
か か ず

数高台から普天間基地を望むことで、戦争の歴史

と現在の基地問題が密接に結びついていることを実感しました。

　最終日は辺野古で新基地建設問題について話を聞きました。米

軍が普天間基地を返還する意図がないという事実に、政府の言葉

とは違う現実を痛感。最後に、紅型や首里織など沖縄の伝統文化

を体験しました。

　このツアーを通じ、沖縄の歴史と現在も続く問題の両方に触れ

ることができました。戦争の悲劇を風化させず、平和の尊さを次

世代に伝えること、そして沖縄の問題に関心を持ち続けることの

大切さを改めて感じました。（齋藤るるか／大学３年）

　戦後 80 年、今は本当に平和であるのかというお話か

ら始まりました。

　戦争はどうやって始まって行くのか、私たちのこれか

らの行動によっては新たな戦争を防ぐことができるので

はないでしょうか。そんな沖縄の現在についてお話を伺

いました。

　現在まで、憲法や法律は政府によって様々なものが作

られてきました。その中でも土地規制法の内容に書かれ

た文には ｢ 〜等 ｣ という言葉が多く使われています。こ

れは言葉の範囲が拡大され、なんにでも使えてしまうそ

んな恐ろしいマジックなのです。このような人々を欺く

ような内容の法は世の中に沢山あります。それぞれを見

極め左右されず、しっかりと判断できるよう、金井さん

のお話を聞いて思いました。

　私と同年代の若者が沖縄の歴史について自分の意見を

語っているという話には感銘を受けました。自衛隊訓練

場移設計画断念を求める市民集団 1000 人の前で堂々

と発表していたようです。この人のように私も歴史を一

から学び直し、深く理解できるよう努力していこうと思

いました。

　他にも軍事基地や米軍基地など、詳しいお話を伺

いました。市民の声や教会の方々の活動。私はこの

オンライン講演会で初めて知った歴史や現在の沖縄

がありました。

　このような未だある戦前を私たちが少しずつでも

変えていかなければならない、非暴力で止めていか

なければならないんだなと、私は思い、感じました。

貴重なお話をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　（洪
ほん

 隣
り な

雅／高校２年生）

参加６名（内、職員１名）

沖縄スタディツアー報告会〈オンライン〉
10 月 11 日（土）19:00 ～ 20:30
参加費：500 円／寄付つき 1,000 円／ 30 歳以下 無料
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８月１日（金）参加30名（内、学生５名）

8月 26日～ 28日

青少年部会 沖縄平和プロジェクト

沖縄スタディツアー

戦後 80年と新たな戦前オンライン講演会

講師：金井 創　沖縄辺野古抗議船「不屈」船長
日本キリスト教団佐敷教会牧師

沖縄スタディツアー　辺野古にて（右端が金井さん）

ハワイ帰りのリーダーの判断により、

村民すべてが生き残った「シムクガマ」／読谷村

恨（ハン）の碑／読谷村Peatix 申込み



　

ま
さ
か
こ
ん
な
日
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な

に
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来
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思
っ
て
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ま
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。
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ね
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っ
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…
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考
え
て
み
れ
ば
い
つ
も
近
く

で
一
緒
に
ワ
イ
ワ
イ
と
な
に
か

を
や
っ
て
い
た
よ
う
な
、
と
い
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か
夏
目
さ
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と
い
う
頼
り
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い
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
ツ
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ー
コ
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ダ
ク
タ
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の
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と
、
た
く
さ
ん
の
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深
い
場
所
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胸
を
躍
ら
せ
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ら
旅
し
て
い

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
食
堂
委
員
会
、
バ
ザ
ー
、
い
り
ゃ
あ
せ
ツ
ア
ー
、
お

い
し
い
ね
部
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
遊
び
な
ど
な
ど
。
お
か
げ
さ
ま
で
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
楽
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
、
褒
め
称
え
て
お
い
て
…
こ
ん
な
話
も
。
数
十
年
も
前
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
確
か
バ
ザ
ー
食
堂
の
準
備
を
し
て
い
る
と
き
で
し
た
。
巻
い
た
一
〇
〇
個

く
ら
い
の
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
を
二
人
で
数
え
な
が
ら
鍋
に
入
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
何
度
や
っ
て
も
途
中
で
数
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
最
後

に
は
お
互
い
顔
を
見
合
わ
せ
て
大
笑
い
。
元
々
数
字
に
弱
い
私
で
す
が
、
彼
女

も
仲
間
だ
と
分
か
り
、
距
離
が
益
々
縮
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。

　

夏
目
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

あ
な
た
が
切
り
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
道
を
み
ん
な
で
支
え
あ
っ

て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ど
こ
か
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
橋
美
保
）

　「相互理解と信頼関係を結ぶための方法を模索して

いく」ことを目的として、1975 年より 2 年に 1 度

開催し、第 12 回を迎えた日韓ＹＷＣＡカンファレン

ス（日本ＹＷＣＡ主催）。今回は「ＹＷＣＡが若者に

提供していけるセーフスペースとは？～人権・平和・

居場所～」をテーマに、夏真っ盛りとなった 7 月 20

日～ 23 日の 4 日間、風光明媚な神奈川県湘南国際

村センターで開催された。

　初日、「BOND プロジェクト」（若い女性への支援

団体）による基調講演を皮切りに、戦後８０年を踏ま

えたセーフスペースが求められる現状について、日韓

より報告があった。

　２日目は川崎市桜本町を訪れ、共生のまちづくりに

ついてフィールドワークを行なった。３日目には日韓

での実践報告を行ない、今後どのようにセーフスペー

スを実践していくかのワークショップを体験した。

　最終日の共同声明で、「セーフスペース」が共有され、

共同行動を確認した。

　若者がリーダーシップを発揮するために、セーフス

ペース（一人ひとりの尊厳が守られ、違いを豊かさと

して喜び合え、新しい関係を構築することができる場）

の経験は必須と考えられ、その実践はＹＷＣＡの強み

となっていくと確信できる体験だった。体験したこと

を今後の活動に活かしていきたい。

増井さとみ

※ 

夏
目
と
よ
子
さ
ん
は
、
一
九
六
四
年
、
高
校
生
の
時
に

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
会
員
に
な
り
、
青
少
年
の
活
動
を
中
心

に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
歴
六
〇
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
幹
部
委
員
、
評
議
員
、
監
事
、
そ
し
て
会

館
管
理
委
員
な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
、
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
を
支

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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夏目とよ子さんを偲んで
2025 年７月 12 日逝去（享年 77）

名古屋ＹＷＣＡのキャラクター「きふっち」の LINE スタンプ販売中！

http://line.me/S/sticker/1288156　または「Kifuchie」で検索してください。

右が夏目さん、左は長橋美保さん（2017 年）

少女部の頃の夏目さん（1964 年）

日韓ＹＷＣＡカンファレンスに参加しました



　「わたしはあなたがたを遣わす。それは、狼の群

れに羊を送り込むようなものだ。だから、蛇のよう

に賢く、鳩のように素直になりなさい。」

　この聖句は良く語られている言葉です。「蛇のよ

うに賢く」とは、狡猾さとも言えます。創世記 3

章には蛇がエバを唆
そそのか

し、エバがアダムを唆して、エ

デンの園の禁断の木の実を食べたという物語が記さ

れています。神の命令に背いた罪によって人間が引

き起こす事件が次々と創世記に書かれています。私

たちの生き難さを旧約聖書のミカ書が語っていま

す。「隣人を信じてはならない。親しい者にも信頼

するな。お前のふところに安らう女にも　お前の口

の扉を守れ。息子は父を侮り　娘は母に、嫁はしゅ

うとめと立ち向かう。人の敵はその家の中の者だ。」

（ミカ書７：５～ 6 節）

　「鳩のように素直」とはどんな状態でしょうか。

イザヤ 38：14 では「鳩のように、私は呻
うめ

く」、エ

ゼキエル書 7：16 では「谷間の鳩のように呻く」、

ナホム書 2：8 では「侍女たちは鳩のような声で嘆

き、胸を打ち叩く。」と鳩になぞらえて人間の現実

が表現されています。ここには神以外に助けがなく、

神に呻いている姿です。無力なので神に訴えるひた

むきさこそ、「鳩のような素直さ」と言えます。

　イエスは世で働く弟子たちに「蛇のような賢さと

鳩のような素直さ」を勧めました。彼らが行く場所

は狼の巣窟だからです。私たちは単独で賢さと素直

さを持つことは不可能です。この個所は複数の人に

あてて語られています。互いに賜物を分かち合い、

教えあうことでこの世を生きることができます。鳩

のような素直さとは、ひたすら神に頼る姿勢です。

とすれば賢さも素直さも神から頂く賜物だと言えま

す。私たちは完全な者ではありませんから、神に聞

き従いながら、互いに教えあってこの世を生きるよ

うに招かれているのではないでしょうか。

キリスト教基盤部会主催キリスト教基盤部会主催

ＹＷＣＡ－ＹＭＣＡ合同祈祷週

11 月 15 日（土）10:00 ～ 11:30

・合同祈祷週テーマ

　Jubilee : 150 Years of Prayer in Action.

　合同祈禱週 150 周年「行動と祈りの 150 年」

場所：名古屋ＹＷＣＡ（オンラインあり）

オンラインでの参加をご希望の方は

事前にお申し込みください（担当：吉澤）

052-961-7707　　yyy@nagoya-ywca.or.jp

礼拝：田中真希子（日本キリスト教団　隠退教師）

礼拝：北川美奈子

　　　（金城学院中学校　

　　　　　　　　宗教主事）

場所：名古屋ＹＷＣＡ

　　　ビッグスペース

12 月 13 日（土）

クリスマスをともにクリスマスをともに

※詳細は未定

クッキー＆ケーキクッキー＆ケーキ
販売します販売します
予約  承ります

広報ファンドレイジング委員会＊おいしいね部

通信販売  承ります　

「蛇のように賢く、鳩のように素直に」マタイによる福音者10章 16節
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◯聖書に聞く
島しづ子（日本基督教団うふざと伝道所牧師）
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地
下
鉄
の
覚
王
山
駅
か
ら
も
本
山
駅
か
ら
も
徒
歩
圏

内
の
住
宅
地
に
た
た
ず
む
「
東
山
キ
リ
ス
ト
教
会
」
は
、

一
九
六
二
年
に
日
系
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
、
一
九
六
四
年
に
現
在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。

近
く
に
大
学
が
多
い
の
で
、
当
時
は
学
生
が
多
く
集
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

鈴
木
直
哉
牧
師
は
、
幼
少

の
頃
か
ら
の
縁
も
あ
っ
て
、

大
学
生
の
時
に
こ
の
教
会
で

バ
プ
テ
ス
マ
（
洗
礼
式
）
を

授
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
神
の
話
を
し
た
い
。
神
の

愛
は
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う

思
い
で
牧
師
と
な
り
、
福
岡

の
教
会
に
赴
任
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
に
「
東
山
キ
リ

ス
ト
教
会
」
へ
の
転
任
依
頼

の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
時
、
受
け
る
か
、
断
る
か
迷
い
、
聖

書
に
答
え
を
求
め
よ
う
と
読
み
進
め
た
と
こ
ろ
、
目
に
留

ま
っ
た
の
が
、
創
世
記
十
二
章
「
彼
は
そ
こ
か
ら
ベ
テ
ル
の

東
の
山
に
移
っ
て
天
幕
を
張
っ
た
。
…
」
で
し
た
。
「
西
で

も
南
で
も
な
い
〝
東
山
〟
だ
」
と
、
転
任
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

バ
プ
テ
ス
マ
は
白
い
衣
服
を
着
て
、全
身
を
水
に
浸
す
「
受

浸
」
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
葬
ら
れ
、

キ
リ
ス
ト
と
共
に
復
活
す
る
と
い
う
洗
礼
の
意
味
を
体
感
す

る
経
験
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
が
集
ま
れ
な
く
な
っ
た
時
、
直
接
会
う

こ
と
、
話
す
こ
と
の
大
切
さ
、
教
会
が
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
、
ど
れ
だ
け
大
切
な
存
在
な
の
か
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

嬉
し
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、
喜
び
や
悩
み
の
と
き
、
い

つ
で
も
そ
こ
に
集
い
、
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
。
時
に

は
逃
げ
場
に
も
な
る
「
教
会
はH

O
M

E

」
。H

O
M

E

を
失
っ

た
人
のH

O
M

E

で
あ
り
た
い
と
鈴
木
牧
師
は
話
し
ま
す
。

　
F
a
c
e
b

o
o
k

で
、
「
聖
書
一
日
一
章
」
を
毎
日
更
新
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

やさしい語り口の鈴木直哉牧師

後ろの窓の向こうに受浸の場所がある

遠くからもよくわかる、かわいい三角屋根の教会

知っておきたい　　　　　のこと知っておきたい　　　　　のこと

一人ひとりと出会うために一人ひとりと出会うために

ＳＯＧＩＳＯＧＩ
ソジ（性的志向と性自認）

11月8日（土）10:30～12:0011月8日（土）10:30～12:00

主催：キリスト教基盤部会

○ 会場 ○　名古屋ＹＷＣＡ２階ビッグスペース
オンライン参加あり

小さき画家たちの展覧会小さき画家たちの展覧会
10月17日 （金）／18日 （土）10月17日 （金）／18日 （土）

ウクライナ難民の子どもたち in ポーランドウクライナ難民の子どもたち in ポーランド

場所：名古屋ＹＷＣＡ　２階
入場無料

主催：運営委員会主催：運営委員会
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理事長　井手 　宏

医療法人財団 愛泉会

愛知国際病院  院長 太田信吉
診療科：外科・消化器科　内科　整形外科

　　　　皮膚科　胃腸科　リハビリテーション

　　　　循環器科　リウマチ科

　　　　肛門科　神経内科

老人保健施設　愛泉館
施設長　井手　宏

〒470-0111　愛知県日進市米野木南山 987-31

愛知国際病院　0561-73-7721

ホスピス　0561-73-3191

訪問看護ステーション　えまい　0561-73-8154

老人保健施設　愛泉館　0561-74-1711

有料老人ホーム　カナン　0561-74-8260

日進市東部地域包括支援センター　0561-74-1300

指定居宅介護支援事業所愛泉館　0561-74-1341

教会に   おじゃましま～す④
日本バプテスト連盟

東山キリスト教会
名古屋市千種区穂波町 2-50



10/18、11/15、12/20、1/24、2/21
（すべて土曜日）　13:30 ～ 16:00

※事前予約制

　

と
ん
で
も
な
い
猛
暑
の
中
、
今
年
の
甲
子
園
で
画

期
的
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
熱
中
症
対
策
で
開
会
式
が
夕
方
に

な
っ
た
り
二
部
制
に
な
っ
た
り
と
安
全
面
で
の
配
慮

も
あ
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
は
『
初

め
て
女
子
生
徒
が
始
球
式
を
行
な
っ
た
』
こ
と
で
あ

る
。

　

「
え
？
野
球
の
始
球
式
っ
て
よ
く
ア
イ
ド
ル
の
女

の
子
が
投
げ
た
り
す
る
よ
ね
」
と
思
っ
た
方
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
『
全
国
高
校
野
球
選
手
権
』

と
い
う
世
界
は
か
な
り
最
近
ま
で
女
人
禁
制
の
場
で

あ
っ
た
の
だ
。

　

毎
日
、
部
員
と
と
も
に
頑
張
っ
て
き
た
女
子
マ
ネ

は
一
九
九
五
年
ま
で
ベ
ン
チ
に
も
入
れ
ず
応
援
席
に

い
る
事
し
か
で
き
な
か
っ
た
し
、
そ
の
後
も
、
ベ
ン

チ
か
ら
出
て
選
手
と
一
緒
に
練
習
に
参
加
し
よ
う
と

し
て
制
止
さ
れ
た
り
、
監
督
の
言
葉
を
マ
ウ
ン
ド
に

伝
え
に
行
っ
た
だ
け
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
り
、
女
性

の
部
長
先
生
は
打
席
に
入
っ
て
選
手
に
指
導
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
あ
た
か
も
甲
子
園
の
土

を
女
性
に
踏
ま
せ
る
と
神
聖
さ
が
失
わ
れ
る
、
と
言

わ
ん
ば
か
り
の
時
代
錯
誤
ぶ
り
だ
っ
た
の
だ
。

　

が
、
そ
れ
で
も
変
化
は
少
し
ず
つ
表
れ
て
き
た
。

二
〇
二
三
年
大
会
で
は
守
備
練
習
で
女
子
マ
ネ
が
打

席
に
立
ち
ノ
ッ
ク
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
今
年
、
つ

い
に
女
子
生
徒
が
始
球
式
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
の

だ
。
彼
女
は
中
京
大
中
京
高
校
女
子
軟
式
野
球
部
三

年
の
森
本
愛
華
さ
ん
。
そ
の
堂
々
た
る
投
球
と
立
ち

振
る
舞
い
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。
私

も
心
か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

出
来
事
が
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
大

き
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鈴
木
尚
子
）

　7 月 28 日から 8 月 8 日まで砂田橋にある名古屋高校にて

スクーリングと単位認定試験を実施しました。スクーリング期

間中には、ＮＹＡＩＣの 1 年生と名古屋高校の生徒との交流

授業があり、語学や国際交流に関心のある日本の生徒とのやり

取りに、目を輝かせるＮＹＡＩＣ生の姿がとても印象的でした。

　1 年生にとっては今回が初めての単位認定試験。不安な表情

を見せる生徒も多くいましたが、事前学習が実を結び、ほぼ全

員が合格点に達しました。再試験を受けた生徒も含め、全員が

無事に前期を修了することができました。

　今年度は 1 学年の生徒数が 8 人から 20 人へと大幅に増加

し、前期の授業では、学習レベルや背景の異なる 20 名を１つ

のクラスで指導する難しさを改めて実感しました。後期には、

前期に見えた課題を改善し、すべての生徒の学びをより良いも

のにできることを目標に、授業の在り方を見直しています。

2026 年 4 月入学   学校説明会

名古屋ＹＷＣＡ高等学院国際コース
（サポート校）

2025 年度前期　終了

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

　
　
　

一
一
八
位
の
国
で
見
え
て
き
た
光
」

　052-961-7707　https://www.nagoyaywca.org

2025 年度受講生募集
パンフレット請求、お問い合わせは下記まで

日本語補助ボランティア　募集中
「日本語を教えたことがある」「『やさしい日本語』を習っ

たことがある」「教育に興味がある」という方、ご連絡を

お待ちしています。週１回、２時間程度からご協力いただ

けます。　　　　　TEL052-961-2819　担当：渡邊
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語学・教育部

１年生の授業の様子

体育の授業でバスケットボール（なごのキャンパス／体育館）

寄付キャンペーン
＊私たちの活動は、みなさまの寄付で支えられています＊

11 月　パープルサポート
詳細はロビーの掲示板、ホームページをご覧ください



サマーフェスティバルで発表したスピーチを紹介します。（原文のまま）

「わたしの くに  ネパール」　　　　　　　サルマ　エンジラ

　ネパールは みなみアジアにある、ちいさくて うつくしい 

くにです。インドと ちゅうごくという ふたつの おおきな 

くにの あいだに あります。 

　ネパールは ヒマラヤさんみゃくで ゆうめいです。せかい

で いちばん たかい やま（エベレスト サガルマータ）は ネ

パールに あります。おおくの がいこくじんが やまを みた

り、トレッキングをするために ネパールに きます。 

　ネパールには いろいろな ぶんか、しゅうきょう、げんご

が あります。しゅうきょうは おもに ヒンドゥーきょうと 

ぶっきょうです。ぜんぶの しゅうきょうの ひとたちが なか

よくして います。ヒンドゥーきょうでは ダサイン、ティハ

や、ホリの おまつりを いわいます。 

　ダサインは １０がつごろの とおかかんの おまつりです。

がっこうや かいしゃは おやすみです。ダサインの おまつり

では、としうえの ひとに ティカと ジャマラを もらいます。

おかねも もらいます。

ダサインの とくべつな 

りょうりは とても お

いしいです。ダサイン

は とても たのしい お

まつりです。わたした

ちは にほんでも ダサ

インを いわいます。

　４年前に日本に来ました。

フィリピンしゅっしんです

が、お母さんはフィリピン人

で、お父さんは日本人です。

ハンハンなのにまったく話せ

ませんでした。「こんにちは」と「すし」しかしりま

せんでした。今まで日本語がわからなくてこまったこ

とがたくさんあります。

　私が日本にひっこしてきたばかりのとき、バスの中

にさいふをわすれてしまって、けいたいもまだもって

いなかったので、パニックになりました。ばしょもわ

からないし、まわりはおとしよりばかりで、えいごも

つうじません。だから、がんばってこうばんをジェス

ハンハンだけど日本語は赤ちゃんレベル
J1’山下ヘイジー（フィリピン）

チャーでつたえたら、みんなわかってくれて、みちを

おしえてくれました。こうばんでせつめいしたら、け

いさつかんがそぼのいもうとのいえまでおくってくれ

ました。でもパトカーでおくってくれたから、そぼの

いもうとはびっくり！「何したの！？」というかおで

した。けいさつがせつめいしてくれて、だいじょうぶ

でした。いまおもいだしても、ちょっとわらってしま

います。

　今でも日本語はむずかしいですが、日本のごはんは

おいしいし、毎日があたらしいクエストみたいでたの

しいです。レベルアップしながら、日本語マスターを

めざします！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原文のまま）

グローバルスクール
外国にルーツを持つ子どもと家族の支援

「サマーフェスティバル 2025」
8月 26 日（火）参加約 25名

「わたしの　すきなこと」　　　

　　　　　　　ヨコガワ サオリ

　わたしは サオリです。フィリ

ピンから きました。はたちです。 

わたしの しゅみは バドミント

ンと、アニメです。わたしは と

もだちと バドミントンを します。 アニメも す

きです。きめつのやいばと しんげきのきょじん

が すきです。 

　いま、わたしは にほんごを べんきょうしてい

ます。 もっと にほんごが じょうずに なりたい

です。 いつか、じまくなしで アニメを みたいで

す。

ダサインの様子
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日本語学校

日本語教師養成講座



寄付のお願い 名古屋ＹＷＣＡの活動は、みなさまのご寄付と会員の働きで支えられています。
みなさまのあたたかいご支援を心よりお願いいたします。

@nagoyaywca @nagoya_ywca nagoyaywca

郵便局の払込用紙をご利用ください。

振込み手数料はご負担ください。

口座番号：00820-0-47814　　

加入者名：公益財団法人名古屋ＹＷＣＡ

※通信欄に「○○へ寄付」と寄付先を

　ご記入ください。

※機関紙などにお名前を公表します。

　匿名を希望される方は「匿名」と

　お書き添えください。

郵便振替

クレジットカード決済
名古屋ＹＷＣＡホームページ

「寄付のページ」、またはＱＲ

コードからおすすみください。

名古屋ＹＷＣＡビル２階の受付で

お手続きください。

物品の寄付も受付けています。

詳細はお問い合わせください。

２階受付窓口 会員になって
いっしょに活動

しましょう

ＹＷＣＡでは、理念である「平和で人
権が尊ばれる社会の実現」のため、
会員が自主的に運営、
活動を実施して
います。

詳細はお問い合わせ
ください。

２階ロビー販売

 第２金曜 

11:30 ～ 13:15

ひょうたんカフェ

 第２、４火曜 

11:00 ～ 13:30

MO － YA － CO 

おからドーナツ、

手織り製品など

焼き菓子、シュー

クリームなど

変更の場合があります

【
七
月
】〈
報
告
〉
①
二
〇
二
五
年
度
定
時
評
議
員
会

②
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

③
二
〇
二
五
年
度
四
～
六
月
事

業　

④
二
〇
二
五
年
度
四
～
六
月
会
計　

⑤
運
営
委

員
会　

⑥
不
動
産
賃
貸
事
業
・
会
館
管
理　

⑦
人
事

委
員
会　

⑧
総
幹
事
選
考
委
員
会　

⑨
認
定
日
本
語

教
育
機
関
申
請
進
捗
状
況　

⑩
認
定
日
本
語
教
育
機

関
活
用
促
進
事
業
進
捗
状
況　

⑪
広
報
フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ジ
ン
グ
委
員
会　

⑫
二
〇
二
四
年
度
公
益
申
請
電
子
申
請

⑬
登
記
の
進
捗
状
況　

⑭N
YAIC

騒
音
問
題

〈
協
議
〉
①
第
四
期
将
来
計
画　

②
受
電
設
備
機
器
更
新
工

事　

③
共
用
部
・
地
下
機
械
室
等LED

照
明
器
具
更
新
工

事　

④
受
電
設
備
更
新
積
立
預
金　

⑤
特
別
修
繕
引
当
特
定

預
金　

⑥
受
付
シ
ス
テ
ム　

⑦
日
本
語
学
校
学
生
シ
ス
テ
ム

⑧
総
幹
事
選
考
委
員
会
担
当
職
員
変
更

【
八
月
】
運
営
委
員
研
修　

会
員
規
則
、
運
用
細
則
、

子
ど
も
と
ユ
ー
ス
の
た
め
の
セ
ー
フ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ

ポ
リ
シ
ー
を
読
み
、
意
見
交
換

〈
報
告
〉
①
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

②
キ
リ
ス
ト
教
基
盤
部

会　

③
青
少
年
部
会　

④
平
和
集
会
実
行
委
員
会　

⑤
グ
ル
ー
プ　

⑥
会
員
状
況

〈
協
議
〉
①
他
団
体
協
働　

②
多
文
化
ま
つ
り　

③
小

さ
き
画
家
た
ち
の
展
覧
会　

④
Ｃ
Ｓ
Ｗ
報
告
会　

⑤

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
第
４
期
Ｌ
Ａ
（
ロ
ー
カ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
）　

⑥
会
員
制
度

　
◉
賛
助
会
費　

池
上
昌
子
、井
上
摩
耶
子
、三
輪
税
理
士
事
務
所 

三
輪
敏
明
、

落
合 

建
仁
、
イ
ワ
ジ
ン
真
珠
有
限
会
社
、
匿
名
一
名

　

私
の
手
帳
に
は
「
や
り
た
い
こ

と
リ
ス
ト
一
〇
〇
」
と
い
う
ペ
ー

ジ
が
あ
る
。
一
〇
〇
個
考
え
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
。
何
と
か
絞

り
出
す
の
で
、
す
ぐ
に
叶
い
そ
う

な
願
い
も
リ
ス
ト
に
載
る
。
例
え

ば
「
行
っ
て
み
た
い
レ
ス
ト
ラ
ン

に
行
く
」
と
か
。

　

し
か
し
、
「
難
し
い
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
意
外
と
で
き
て
い
て
、
簡
単

に
で
き
そ
う
な
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
の
で
、
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

「
や
り
た
い
」
と
思
う
熱
量
の
差
な
の
か
、

「
す
ぐ
に
で
き
る
」
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、

や
ら
な
い
の
か
。あ
る
い
は
、「
や
り
た
い
」

よ
り
「
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
こ
と
だ
か
ら
手
付
か
ず
な
の
か
。

　

た
だ
、
ど
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
も
「
本

当
に
」
や
り
た
い
こ
と
な
ら
、
リ
ス
ト
に

書
く
こ
と
で
、
そ
れ
が
実
現
す
る
よ
う
に
、

自
分
自
身
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か

も
し
れ
な
い
。
私
に
と
っ
て
リ
ス
ト
を
作

る
こ
と
は
、
自
分
自
身
と
向
き
合
う
時
間

で
も
あ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
。

（
サ
ポ
ー
ト
校
日
本
語
講
師　

滝
藤
英
里
）

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　
（
以
下
、
敬
称
略
）

◉
一
般
寄
付
◉　

三
輪
税
理
士
事
務
所
、
匿
名
二
名

◉
指
定
寄
付
◉

＊
青
少
年
部
会
へ
…
岩
田
え
り
子
、
六
車
絵
梨
子
、

鶴
崎
祥
子
、学
習
会
二
件
寄
付
つ
き
参
加
（
延
べ
五
十
七
名
）

＊
と
ま
り
木
へ
…
小
野
智
子

＊
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
…
谷
川 

毅
、
匿
名
一
名

＊
サ
ポ
ー
ト
校
特
別
学
習
支
援
金
へ
…
ヨ
シ
ミ
ミ
ド
リ
、

蓮
尾
陽
子
、
岡
田
淳
子
、
日
高
伴
子
、
匿
名
一
名

＊
ス
ー
プ
キ
ッ
チ
ン
へ

（
物
品
）Crystal D

avila

、
名
倉
恵
子
、M

O
-YA-CO

＊
パ
ー
プ
ル
サ
ポ
ー
ト
へ
…
岩
田
玲
子
、
近
藤
八
津
子
、

名
古
屋
キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
、
祖
父
江
修
、
匿
名
三
名

＊
日
本
語
学
校
奨
学
基
金
へ
…
祖
父
江
修
、
磯
村
美
保
子
、

匿
名
二
名

イベントなどの内容が変更になる場合があります
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運営委員会報告 理事会報告

雑貨市雑貨市
リサイクル衣料リサイクル衣料

おいしいものおいしいもの
スクエアステップ体験会スクエアステップ体験会

リサイクル衣料
ファッションショー
リサイクル衣料
ファッションショー

ワークショップワークショップアップサイクルアップサイクル

2025年10月18日（土）
11:00～15:00

名古屋ＹＷＣＡ
２階ビッグスペース

ち
っ
ちゃ

く

ち
っ
ちゃ

くバザーバザー
ほ
ん
の
ひと

部屋

広報ファンドレイジング委員会広報ファンドレイジング委員会

わくわくわくわく
るんるん
るんるん

うきうきうきうき

わいわいわいわい

おいしいね部

カンパ 
１杯 300円以上 
お願いします

炊き出し練習のための

大鍋カレーの日大鍋カレーの日

12：00～売切れまで
名古屋ＹＷＣＡ 1階

11 月６日（木）　


